
広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
８
月
号

（
８
月
14
日
発
行
）に
も
詳
細
を

掲
載
し
ま
す
。

申
請
期
限　

平
成
27
年
１
月
15
日

（
木
）

　

環
境
保
全
課　

　
　

 

33
―
１
０
５
３

　

交
通
災
害
共
済
は
、
利
益
を
目

的
と
し
な
い
住
民
相
互
の
共
済
制

度
で
、
公
共
団
体
が
運
営
し
て
い

る
安
心
、
有
利
な
制
度
で
す
。

　

年
間
７
０
０
円
の
掛
金
で
、
交

通
事
故
に
あ
っ
た
場
合
に
最
高

１
５
０
万
円
の
見
舞
金
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

　

８
月
は
、
一
斉
加
入
推
進
月
間

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
御
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

年
会
費　

７
０
０
円

共
済
期
間　

９
月
１
日
か
ら
翌
年

の
８
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

見
舞
金
の
対
象
と
な
る
事
故　

自

・ 

市
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
人
。

対
象
と
な
る
設
備　

・
未
使
用
品
で
あ
る
も
の
。

・ 

一
定
の
品
質
お
よ
び
性
能
が
確

保
さ
れ
て
お
り
、（
財
）電
気
安

全
環
境
研
究
所（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
）の
認

証
を
受
け
て
い
る
も
の
。

・ 

太
陽
電
池
の
最
大
出
力（
太
陽

電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
公
称
最
大

出
力
）の
合
計
値
が
10
キ
ロ
ワ

ッ
ト
未
満
の
も
の
。　

補
助
金
額　

太
陽
電
池
最
大
出
力

１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
２
万
円

※
上
限
額
は
７
万
円
で
す
。　
　

　

 
千
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て

と
な
り
ま
す
。

交
付
申
請　

工
事
着
工
前
に
補
助

金
の
交
付
申
請
を
し
、
交
付
決
定

通
知
を
受
け
て
か
ら
設
置
工
事
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
、
環
境
保
全
課
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
環
境
保
全

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
球
温
暖
化
の
防
止
と
家
庭
に

お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
確

保
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
化
・
最

適
化
を
図
る
た
め
、
住
宅
用
の
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
す
る
人

に
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
対
象
者

・ 

市
内
に
住
所
が
あ
る
人
、
ま
た

は
実
績
報
告
書
の
提
出
ま
で
に

市
内
に
住
所
が
あ
る
人
。

・ 

自
分
が
居
住
ま
た
は
居
住
を
予

定
し
て
い
る
一
戸
建
て
住
宅

（
店
舗
な
ど
と
の
併
用
住
宅
を

含
む
）に
使
用
す
る
た
め
に
設

置
す
る
人
。

・ 

実
績
報
告
書
の
提
出
ま
で
に
電

力
会
社
と
電
力
受
給
契
約
を
す

る
人
。

動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
に
よ
る

人
身
事
故
で
、
自
動
車
安
全
運
転

セ
ン
タ
ー
か
ら
交
通
事
故
証
明
書

が
発
行
さ
れ
た
事
故

見
舞
金
の
額　

①
死
亡
見
舞
金　

１
５
０
万
円　

② 

傷
害
見
舞
金（
入
院
・
通
院
実

日
数
に
応
じ
て
）２
万
円
か
ら

50
万
円　

③ 

身
障
見
舞
金（
身
体
障
害
等
級

１
級
又
は
２
級
）50
万
円

④ 

交
通
遺
児
見
舞
金　

遺
児
一
人

に
つ
き
10
万
円

申
し
込
み
・
受
付　

申
し
込
み

は
、
８
月
に
出
張
し
て
受
け
付
け

ま
す
。

　

総
務
課
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
各
地
域
セ
ン
タ
ー
で
は
、

申
し
込
み
の
受
付
を
随
時
行
っ
て

い
ま
す
。

　

　

総
務
課　
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住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
の

設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

加
入
し
ま
し
た
か
！

交
通
災
害
共
済

〜
年
会
費
７
０
０
円
！

会
員
募
集
〜
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平
成
26
年
度

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」推
進
標
語

「
子
や
孫
に　

つ
な
げ
て
い
き
た

い　

道
が
あ
る
」

　

管
理
課

　
　

 

☎
33
―
１
１
０
２

　

結
婚
50
周
年（
金
婚
式
）を
迎

え
る
夫
婦
に
記
念
品
を
贈
り
、

お
祝
い
し
ま
す
。

対
象　

昭
和
39
年
９
月
１
日
か

ら
昭
和
40
年
８
月
31
日
ま
で
に

結
婚
し
、
市
内
に
住
ん
で
い
る

夫
婦

申
し
込
み　

社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

　

８
月
１
日（
金
）か
ら

　

８
月
25
日（
月
）ま
で

　

社
会
福
祉
協
議
会　

　
　

 

☎
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―
３
５
７
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私
有
地
の
樹
木
が
道
路
に
張
り

出
し
て
通
行
を
妨
げ
た
り
、
家
屋

が
ひ
ど
く
老
朽
化
し
、
瓦
や
外
壁

が
道
路
に
飛
散
す
る
恐
れ
の
あ
る

場
所
が
見
ら
れ
ま
す
。
歩
行
者
や

自
動
車
な
ど
の
事
故
防
止
や
、
強

風
や
大
雨
時
の
安
全
確
保
の
た

め
、
所
有
者
は
適
正
な
管
理
を

し
、
道
路
の
安
全
確
保
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
が
原
因
で
、
歩
行
者
や

自
動
車
な
ど
に
事
故
が
起
き
た
場

合
、
所
有
者
の
責
任
が
問
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

管
理
課
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８
月
は
、
道
路
を
利
用
す
る

皆
さ
ん
に
道
路
の
役
割
や
重
要

性
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
く「
道

路
ふ
れ
あ
い
月
間
」で
す
。

　

安
全
で
快
適
に
道
路
を
利
用

で
き
る
よ
う
、
身
近
な
道
路
を

見
つ
め
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

○ 

家
族
な
ど
と
安
否
確
認
の
方

法
、
集
合
場
所
、
帰
宅
経
路
の

状
況
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

消
防
防
災
課
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今
年
は
、
広
島
と
長
崎
に
原
子

爆
弾
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
69
年
目

を
迎
え
ま
す
。
原
爆
死
没
者
へ
の

冥
福
と
世
界
恒
久
平
和
の
実
現
を

祈
念
し
て
投
下
時
刻
に
１
分
間
の

黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
は
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
平
和

な
世
界
を
願
い｢

非
核
平
和
都
市｣

を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

・
広
島
へ
の
投
下
時
刻

　

８
月
６
日
午
前
８
時
15
分

・
長
崎
へ
の
投
下
時
刻

　

８
月
９
日
午
前
11
時
２
分

　

総
務
課
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大
規
模
な
災
害
に
遭
遇
す
る

と
、
公
共
交
通
機
関
が
運
行
を
停

止
し
、
帰
宅
が
困
難
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

多
く
の
人
が
一
斉
に
帰
宅
を
始

め
る
と
、
火
災
や
建
物
か
ら
の
落

下
物
な
ど
に
よ
り
負
傷
す
る
恐
れ

が
あ
り
危
険
で
あ
る
ほ
か
、
救

助
・
救
急
活
動
の
妨
げ
と
な
り
ま

す
。

【
む
や
み
に
移
動
を
開
始
し
な
い
】

○ 

身
の
安
全
を
確
保
し
、
職
場
や

集
客
施
設
な
ど
の
安
全
な
場
所

に
と
ど
ま
ろ
う
。

○ 

災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
に
よ

り
、
家
族
の
安
否
な
ど
を
確
か

め
よ
う
。

○ 

交
通
情
報
や
被
害
情
報
な
ど
を

入
手
し
よ
う
。

【
日
ご
ろ
か
ら
準
備
し
て
お
き
た

い
こ
と
】

 

○ 

携
帯
ラ
ジ
オ
や
地
図
を
持
ち
歩

こ
う
。

○ 

ス
ニ
ー
カ
ー
や
懐
中
電
灯
、
手

袋
、
飲
料
水
や
食
料
な
ど
を
用

意
し
よ
う
。

災
害
発
生
時
の
心
得

〜
む
や
み
に
移
動
を
開
始
せ
ず
、

落
ち
着
い
た
行
動
を
〜

原
爆
死
没
者
の
慰
霊
と

平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

お
願
い
し
ま
す

所得制限限度額

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

結
婚
50
周
年
の
夫
婦
に

記
念
品

所得制限

道
路
沿
い
の
樹
木
や

家
屋
の
適
正
な
管
理
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　世界の恒久平和は、人類共通の願いであ
ります。
　この願いを実現するためには、世界の人々
が互いに理解を深め合い、生命の尊さを認
識し、戦争のない平和な社会を追求してい
かなければなりません。
　私たち南房総市民は、日本国憲法に掲げ
る崇高な理想を深く自覚し、武力による紛
争をなくすとともに、核兵器の廃絶を訴え、
世界の人々と共に手を携えて、かけがえの
ない地球の恒久平和実現のため、ここに南
房総市を「非核平和都市」とすることを宣
言します。

平成 18 年 12 月 26 日

限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限度限限度限度限度限度限度限度限度限限度限度限限限限限限限限限 額額額額額額額額額額非核平和都市宣言
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　6月 4日から始まった、毎週水曜日の開館時間の延長ですが、4日が 13人、11日が 19人、
18日が22人、25日が24人と利用者が増加しています。一日の利用者のほぼ14％に当たります。
図書館が遠くてなかなか立ち寄れない人もいると思い
ますが、皆さんの来館をお待ちしております。毎週水
曜日には、図書館に新しい図書が入ります。

　新着2か月間の図書や季節に合った本などをわか
りやすく配置しています。季節に合った図書として
6～7月は、「雨」と「たなばた」を配置しています。
また、小・中・高校生の読書感想文の課題図書のコー
ナーも別に設けてあります。

　市のホームページにある、電子サービス（図書検索・
予約）　⇒　資料検索　⇒　新着資料検索　の順にクリックしていくと、ジャンル別に新着図書が調
べられます。
　図書館や公民館にあるタッチパネルのパソコンからも調べられます。一度、確かめてみてはいか
がでしょうか。

図書館　　☎ 40-1120
開館時間　午前 9時～午後 5時
休館日　　月曜日・祝日図書館だより

〒 295-0004　南房総市千倉町瀬戸 2340-5　http：//www.city.minamiboso.chiba.jp/0000000999.html

毎週水曜日！開館時間延長（午後 7時まで）・・・利用者徐々に増えています！

特設コーナー設置！

ホームページから新着本が調べられます！

　本は読みたいけど、なかなか図書館や公民
館図書室に行く時間が取れない人のために、
自宅まで図書を宅配するサービスです。
　貸出冊数・・・１回につき 5冊まで
　貸出期間・・・１か月間
　料　　金・・・１回　市内者　410 円
　　　　　　　　1回　市外者　820円
※ 市民の利用料金は、市が 410円を助成し、
410円の料金設定にしています。
　希望する人は、図書館で受け付けています
ので、まずは図書館までお電話ください。
　「○○○に関する本を読んでみたいんだけ
ど・・」という相談でも結構です。職員がふ
さわしい図書を探し、利用者と連絡を取りな
がら、宅配する図書を決めていきます。

●●●●●●● 新着図書紹介 ●●●●●●●
＜一般書＞
・すべての神様の十月　　　　　　小路　幸也
・女の子は、明日も。　　　　　　飛鳥井千砂
・やや暴力的に　　　　　　　　　石原慎太郎
・推定脅威　　　　　　　　　　　未須本有生
・死の天使はドミノを倒す　　　　太田　忠司
・まるまるの毬　　　　　　　　　西条　奈加
・代表作時代小説　　平成26年度　日本文芸家協会
・トワイライト・シャッフル　　　乙川優三郎
・芥川症　　　　　　　　　　　　久坂部　羊
・二千七百の夏と冬　　上・下　　荻原　　浩
＜児童書＞
・かこさとしあそびずかん　なつのまき　かこさとし
・じぶんリセット　　　　　　　　小山　薫堂
・さよなら宇宙人　　　　　　　　高科　正信
・がっこうのおばけずかん　　　　斉藤　　洋
・親子でわかる！ニッポンの大問題　

NHK「週刊ニュース深読み」
・うそ　　　　　　　　　　　　中川ひろたか
・うみの100かいだてのいえ　　いわいとしお
・アリババと 40にんのとうぞく　いもとようこ
・とっておきの名探偵　　　　　　杉山　　亮
・職員室の日曜日　　　　　　　　村上しいこ
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・ 

事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金

は
、
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算

さ
れ
ま
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主　

建
設
業

を
営
む
人

対
象
と
な
る
労
働
者　

建
設
業

の
現
場
で
働
く
人

掛
金　

日
額
３
１
０
円

　

独
立
行
政
法
人　

勤
労
者

退
職
金
共
済
機
構　

　

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

☎
03
―
６
７
３
１
―
２
８
６
６

　

ち
ば
南
部
地
域
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
以
下
、
サ
ポ

ス
テ
）は
、
働
き
た
い
け
ど
、
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
、

自
信
が
持
て
ず
一
歩
を
踏
み
出

せ
な
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
苦
手
、
人
間
関
係
の
躓
つ
ま
づ
き

で
退
職
後
ブ
ラ
ン
ク
が
長
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
な
ど
、
働
く
事

に
悩
み
を
抱
え
る
若
者（
15
歳
〜

39
歳
）と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業

退
職
金
制
度
に
基
づ
き
、
建
設

現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と

建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振

興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
が
、
労

働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
、

掛
け
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済

手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建

設
業
界
で
働
く
こ
と
や
め
た
と
き

に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う

退
職
金
制
度
で
す
。

特
長　
　

・ 

国
の
制
度
な
の
で
、
安
全
、
確

実
、
申
し
込
み
手
続
き
が
簡
単
。

・ 

経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の

対
象
に
な
り
ま
す
。

・ 

掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し

ま
す
。

・ 

掛
け
金
は
、
事
業
主
負
担
で
す

が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
は
必

要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法

上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

（
働
く
こ
と
に
つ
い
て
の
専
門

家
）に
よ
る
将
来
設
計
に
つ
い
て

の
面
談
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
築
く
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
、
就
職
活
動
の
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
、
職
業
的
自
立
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、

気
持
ち
良
く
会
話
を
す
る
た
め

の
練
習
や
線
画
を
描
き
集
中
力

を
養
う
講
座
、
話
題
が
増
や
せ

る
よ
う
新
聞
記
事
を
使
っ
た
意

見
交
換
会
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
中
に
は
、
学
生
時

代
に
不
登
校
や
い
じ
め
を
経
験

し
、
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
と
り
方
に
難
し
さ
を

感
じ
て
い
る
人
も
多
く
、
医
療
・

学
校
・
福
祉
な
ど
地
域
の
機
関

が
連
携
し
、
安
心
し
て
進
路
選

択
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
学
校

を
中
退
し
た
、
進
路
が
決
定
し

な
い
ま
ま
卒
業
し
た
と
い
っ
た

人
の
中
に
は
、
一
人
で
将
来
や

就
職
活
動
の
悩
み
を
抱
え
こ
む

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

サ
ポ
ス
テ
で
は
、
学
校
中
退

者
や
中
退
予
定
者
を
切
れ
目
な

い
支
援
へ
と
つ
な
げ
る
た
め
に

学
校
と
連
携
し
、
先
生
と
の
情

報
交
換
や
、
生
徒
へ
の
サ
ポ
ス

テ
周
知
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
人
で
就
職
活
動
や
進
路
選
択

を
す
る
こ
と
は
、
時
に
孤
独
を

感
じ
た
り
苦
し
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。　

　

サ
ポ
ス
テ
で
は
、
相
談
や
体

験
を
重
ね
る
中
で
、
将
来
を
じ

っ
く
り
考
え
る
こ
と
が
で
き
、

自
立
に
向
け
た
大
き
な
一
歩
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ　

JR
木
更
津
駅
東
口
駅

前「
た
ち
よ
り
館
」２
階

（
木
更
津
市
富
士
見
１
―
１
―
１
）

開
館
時
間　

平
日　

午
前
９
時

30
分
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
は
休
館
）

利
用
方
法　

予
約
制
。
電
話
で

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。（
相
談
は

無
料
で
す
）

　

ち
ば
南
部
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
４
３
８
―
23
―
３
７
１
１

　

定
期
預
金
や
利
息
付
き
の
普

通
預
金
な
ど
は
、
金
融
機
関
ご

と
に
預
金
者
１
人
あ
た
り
、
元

本
１
０
０
０
万
円
ま
で
と
そ
の

利
息
が
保
護
さ
れ
ま
す
。

　

決
済
用
預
金
は
、
全
額
保
護

さ
れ
ま
す
。
決
済
用
預
金
と
は
、

当
座
預
金
や
利
息
の
付
か
な
い

普
通
預
金
な
ど
、「
無
利
息
、
要

求
払
い
、
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
こ
と
」と
い
う
３
要
件

を
満
た
す
預
金
で
す
。

　

該
当
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
各

金
融
機
関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

財
務
省
関
東
財
務
局

　
　

千
葉
財
務
事
務
所

☎
０
４
３
―
２
５
１
―
７
２
１
４

『
一
歩
踏
み
出
す
力
』
を

応
援
し
ま
す
！

〜
若
者
の
就
労
・
自
立
支
援
〜

預
金
保
険
制
度

お
し
ら
せ

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度



5

「
受
領
証
希
望
」と
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

受
付
期
限　

９
月
30
日（
火
）

　

　

日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部

☎
０
４
３
―
２
４
１
―
７
５
３
１

①
シ
ャ
ワ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

〜
房
総
の
沢
の
中
を
歩
く
〜

　

周
囲
の
自
然
を
楽
し
み
な
が

ら
、
美
し
い
ナ
メ
床
の
川
の
中

を
歩
き
ま
す
。

と
き　

８
月
23
日（
土
）

　
　
　

午
前
11
時
20
分
か
ら

　
　
　

午
後
４
時
ま
で

集
合
場
所　

君
津
市
三
島
湖
駐

車
場

② 

海
岸
線
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ハ

イ
ク
〜
房
総
の
海
の
自
然
と

出
会
う
〜

　

大
潮
の
時
に
、
海
岸
線
を
歩

き
ま
す
。
磯
場
や
砂
浜
な
ど
を

越
え
、
洲
崎
灯
台
を
目
指
し
ま

す
。

と
き　

８
月
24
日（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
10
分
か
ら

　
　
　

午
後
２
時
15
分
ま
で

集
合
場
所　

館
山
市
坂
田
海
岸

ク
ー
ル
当
日（
11
月
23
日
）、
実

際
に
調
理
し
た
お
弁
当
２
個（
同

じ
も
の
を
審
査
用
・
展
示
用
と
し

て
）を
持
参
し
、
各
賞
を
決
定
。

送
付
先

〒
２
６
１
―
０
０
０
２

千
葉
市
美
浜
区
新
港
32
―
17

千
葉
県
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
内

千
葉
県
歯
科
衛
生
士
会

主
催　

千
葉
県
歯
科
衛
生
士
会

　

　

千
葉
県
歯
科
衛
生
士
会

☎
０
４
３
―
２
４
１
―
９
９
０
３

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
救
援

金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
付
方
法　

郵
便
振
替（
送
金
手

数
料
は
無
料
）

口
座
番
号　

０
０
１
１
０
―
２
―
５
６
０
６

加
入
者
名　

日
本
赤
十
字
社

通
信
欄　
「
２
０
１
４
年
バ
ル
カ

ン
半
島
洪
水
救
援
金
」と
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。　

受
付
方
法　

郵
便
振
替（
送
金
手

数
料
は
無
料
）

※ 

受
領
証
を
希
望
す
る
人
は
、

事
項
を
記
入
し
、
各
学
校
ま
た

は
地
域
資
源
再
生
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い（
郵
送
、
電
子
メ
ー

ル
可
）。
申
込
用
紙
は
、
地
域
資

源
再
生
課
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
地
域
資
源
再
生

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

　

地
域
資
源
再
生
課

　
　
　

 

33
―
１
０
７
３

テ
ー
マ　

健
康
か
み
か
み
弁
当

と
き　

11
月
23
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
か
ら

　
　
　

午
後
２
時

と
こ
ろ　

千
葉
県
口
腔
保
健
セ

ン
タ
ー

応
募
資
格　

県
内
に
在
住
・
在

勤
・
在
学
し
て
い
る
人
で
、
コ

ン
ク
ー
ル
当
日
に
参
加
可
能
な

人応
募
締
め
切
り

　

９
月
19
日（
金
）（
当
日
消
印
有
効
）

表
彰　

応
募
作
品
を
書
類
審
査

の
う
え
、
10
点
選
考
し
、
コ
ン

テ
ー
マ「
南
房
総
食
材
を
使
っ
た

ハ
ン
バ
ー
グ
」

対
象
者　

市
内
小
中
学
生
を
含

む
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ（
親

子
・
家
族
で
の
参
加
も
で
き
ま

す
）。

作
品
規
定　

南
房
総
市
産
の
食

材
を
１
品
以
上
使
用
し
た「
ハ
ン

バ
ー
グ
」

応
募
期
間　

９
月
５
日（
金
）ま

で一
次
審
査（
書
類
審
査
）９
月
下

旬最
終
審
査（
実
食
審
査
）10
月
19

日（
日
）午
後
２
時
か
ら　

三
芳

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

賞
品　

最
優
秀
賞
１
作
品（
図
書

カ
ー
ド
３
万
円
分
）、
優
秀
賞
３

作
品（
図
書
カ
ー
ド
１
万
円
分
）、

審
査
員
特
別
賞 

複
数

※ 

小
中
学
生
の
応
募
者
全
員
に

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

応
募
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要

ぼ
し
ゅ
う

南
房
総
食
材
を
使
っ
た

料
理
コ
ン
テ
ス
ト
作
品

バ
ル
カ
ン
半
島
（
セ
ル

ビ
ア
共
和
国
）
洪
水
災

害
救
援
金

南
房
総
の
川
と
海
を

楽
し
も
う
！

平
成
26
年
度

「
か
む
子
・
の
び
る
子
・
元

気
な
子
」
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
費　

　

大
人　
　
　
　

３
１
０
０
円

　

中
学
生
以
下　

２
６
０
０
円

対
象　

一
般
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
小

学
３
年
生
以
上
）

※
未
成
年
者
は
、
保
護
者
同
伴

定
員　

各
回
15
人

　

　

大
房
岬
少
年
自
然
の
家

　
　
　

☎
33
―
４
５
６
１

　
　
　

FAX 

33
―
４
５
６
４

　

E
メ
ー
ル

　

event@
chiba-ns.net



　

離
婚
・
相
続
な
ど
の
相
談
。

８
月
28
日（
木
）富
山
公
民
館

　

　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　

 　

☎
44
―
３
５
７
７

　

介
護
の
こ
と
、
介
護
保
険
の
こ

と
、
何
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

８
月
15
日（
金
）富
山
公
民
館

８ 

月
25
日（
月
）三
芳
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー

相
談
員　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員

※
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
内
房
地
区
）

　
　

☎
20
―
４
０
６
０

　
　

 

健
康
支
援
課

　
　

☎
36
―
１
１
５
２

　

結
婚
を
希
望
す
る
人
。

８ 

月
１
日（
金
）ち
く
ら
介
護
予
防

セ
ン
タ
ー

　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　

☎
44
―
３
５
７
７

　

多
重
債
務
相
談
、
サ
ー
ビ
ス
・

商
品
に
関
す
る
相
談
・
苦
情

８
月
１
日（
金
）・
５
日（
火
）

　
　

８
日（
金
）・
12
日（
火
）

　
　

14
日（
木
）・
26
日（
火
）

　
　

29
日（
金
）

＊ 

来
所
に
よ
る
相
談
は
、
原
則
と

し
て
事
前
予
約
制
で
す
。
相
談

場
所
は
、
予
約
時
に
お
伝
え
し

ま
す
。

＊ 

電
話
に
よ
る
相
談
は
、
商
工
課

内
の
消
費
生
活
相
談
専
用
電
話

（
☎
33
―
４
３
０
０
）へ
。

　

　

商
工
課

　
　

 　

☎
33
―
１
０
９
２

　

日
常
生
活
の
悩
み
ご
と
な
ん
で

も
。

８
月

８
日（
金
）富
山
公
民
館

13
日（
水
）と
み
う
ら
元
気
倶
楽
部

15 
日（
金
）三
芳
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

20 
日（
水
）白
浜
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
／
ち
く
ら
介
護
予
防
セ

ン
タ
ー
／
丸
山
公
民
館

27 
日（
水
）和
田
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー

　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　

☎
44
―
３
５
７
７

　　

年
金
、
保
険
な
ど
国
の
行
政
全

般
に
関
す
る
意
見
や
要
望
。

８
月

８ 

日（
金
）富
山
公
民
館

11
日（
月
）朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー

13
日（
水
）と
み
う
ら
元
気
倶
楽
部

15 
日（
金
）三
芳
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー

20 
日（
水
）白
浜
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
／
丸
山
公
民
館

　

い
じ
め
、
家
庭
内
の
問
題
。

８
月

７
日（
木
）白
浜
地
域
セ
ン
タ
ー

８
日（
金
）と
み
う
ら
元
気
倶
楽
部

19 
日（
火
）三
芳
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー

20
日（
水
）丸
山
公
民
館

　

市
民
課

　
　

☎
33
―
１
０
５
１

　

地
域
漁
業
へ
の
就
業
希
望
者
の

相
談
に
、
県
水
産
担
当
職
員
、
漁

業
関
係
者
な
ど
が
応
じ
ま
す
。

と
き　

８
月
22
日（
金
）

と
こ
ろ　

安
房
合
同
庁
舎
３
階
中

会
議
室

申
し
込
み　

不
要

　

館
山
水
産
事
務
所

　
　

☎
22
―
５
７
６
１

 27 
日（
水
）和
田
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー

＊ 

相
談
日
以
外
の
相
談
は
、
行
政

苦
情
１
１
０
番　

☎
０
５
７
０

―
０
９
０
―
１
１
０（
総
務
省

千
葉
行
政
評
価
事
務
所
／
平
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
）。

　

秘
書
広
報
課　

　
　

☎
33
―
１
０
０
２

　

遺
言
・
任
意
後
見
・
尊
厳
死
宣

言
な
ど
の
公
正
証
書
作
成
の
相

談
。
要
予
約
。

８ 

月
12
日（
火
）と
み
う
ら
元
気

倶
楽
部

　

　

館
山
公
証
役
場

　
　
　

☎
22
―
５
５
２
８

6

む
り
ょ
う
そ
う
だ
ん

人
権
相
談

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

漁
業
就
業
相
談
会

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

結
婚
相
談

　

午
前
10
時
〜
正
午

法
律
相
談

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

心
配
ご
と
相
談　

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

行
政
相
談　

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

消
費
生
活
相
談

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

公
証
人
無
料
相
談

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

出
張
介
護
個
別
相
談
会　

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時



と
き　

８
月
22
日（
金
）か
ら

　
　
　

８
月
24
日（
日
）ま
で

と
こ
ろ　

富
浦
体
育
館
ほ
か

　

生
涯
学
習
課

　
　

☎
46
―
２
９
６
４

と
こ
ろ　

千
倉
総
合
運
動
公
園
ほ
か

　

生
涯
学
習
課

　
　

☎
46
―
２
９
６
４

と
き　

８
月
３
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
か
ら

　
　
　

午
前
11
時
30
分
ま
で

　
　
　

＊
雨
天
中
止

と
こ
ろ　

千
葉
県「
酪
農
の
さ
と
」

内
容　

川
に
ど
ん
な
生
き
も
の
が

い
る
か
探
し
て
み
よ
う
。

対
象　

小
学
生

参
加
費　

無
料

申
込　

不
要

※ 

小
学
校
４
年
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
。
川
に
入
っ
て
も
よ
い
服

装
、
長
靴
を
履
く
。

　

 

網
・
バ
ケ
ツ
な
ど
は
各
自
で
用

意
。
暑
さ
対
策
に
水
分
補
給
を

忘
れ
ず
に
。

　

南
房
総
エ
コ
ネ
ッ
ト
事
務
局

　
　

☎
33
―
１
１
７
１

と
き　

８
月
16
日（
土
）17
日（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
か
ら

　
　
　

午
後
４
時
ま
で

と
こ
ろ　

か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア

ホ
ー
ル
木
更
津
市
か
ず
さ
鎌
足
２

―
３
―
９

内
容　

出
展
作
家
の
作
品
展
示
・

販
売
。
木
工
・
手
芸
な
ど
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
で
の
ク
ラ
フ
ト
作
り

（
75
ブ
ー
ス
予
定
）

料
金　

入
場
無
料（
体
験
コ
ー

ナ
ー
は
料
金
別
途
）

 　

か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー
ク

☎
０
４
３
８
―
20
―
５
５
５
５

（
平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
）

と
き　

８
月
22
日（
金
）か
ら

　
　
　

８
月
24
日（
日
）ま
で

　

税
金
全
般
・
記
帳
の
相
談
。
要

予
約
。

８ 

月
19
日（
火
）税
理
士
会
館
山
支

部（
館
山
市
北
条
１
０
７
６
）

　

　

税
理
士
会
館
山
支
部

　
　

  　

☎
23
―
４
１
３
２

　

労
災
事
故
後
の
補
償
、
労
災
に

関
す
る
こ
と
。
予
約
不
要
。

８ 

月
30
日（
土
）船
橋
市
勤
労
市
民

セ
ン
タ
ー

　

　

千
葉
中
央
法
律
事
務
所

☎
０
４
３
―
２
２
５
―
４
５
６
７

と
き　

８
月
３
日（
日
）

と
こ
ろ　

地
区
内
全
域

　

和
田
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
47
―
３
１
１
１

7

休日当番医　　8月

安房地域医療センター
 （☎ 25－ 5111）は、毎日 24時間体制で救急患
者を受け入れています ｡
　そのほかの当番医は次のとおりです ｡

第
４
回
水
辺
の
生
き
も
の

観
察
会

第
５
回
ア
ー
ト
・
ク
ラ
フ

ト
縁
日

第
37
回
黒
潮
サ
ッ
カ
ー

　
　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第
27
回
関
東
地
区

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

南
房
総
市
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｒ
Ａ

さ
ざ
な
み
大
会

和
田
地
区
ふ
る
さ
と
美
化
運
動

8月の納税 ▶納期限９月１日（月）

市県民税　（２期）　国民健康保険税（２期）
介護保険料（２期）　後期高齢者医療保険料（２期）

３日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　

東条病院（鴨川）０４－７０９２－１２０７

１０日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　

館山病院（館山）２２－１１２２

１７日（日）

鋸南病院（鋸南）５５－２１２５

２４日（日） 

館山病院（館山）２２－１１２２

３１日（日）

赤門整形外科内科（館山）２２－０００８

ぎ
ょ
う
じ

税
金
相
談

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

昨年のビーチサッカーの様子
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　にこにこひろばでは、親子が気軽に遊んだり、交流した
り、仲間づくりをします。子育てについてわからないこと
や、困っていることはスタッフが相談に応じます。
　0歳から 4歳までのお子さんをお待ちしています。

　ボランティアが、コーヒーや紅茶などの飲み物と
お菓子を用意してお待ちしています    。（100 円）
と　　き　8月22日（金）　10：00 ～ 12：00 

「なごみ喫茶」でホッと一息

　今月は以下の教室のみの開催で、助産師による講話
をおこないます。
定　　員　10組程度　　締め切り　8月19日（火）

にこにこ教室（あそびの教室）　

　妊娠中を健康に過ごせるよう、また友だちづくりの
場として妊婦や夫、祖父母など家族を対象に開催しま
す。１コース4回で、毎月1回開催します。
と　　き　8月20日（水）13：00～ 15：30
内　　容　第1回　妊娠中の過ごし方について
締め切り　8月18日（月）

親子きずなの教室　

☎ 40－5111申 問

　　　こ そ だ て　　　　8月

地
球
環
境
保
護
の
た
め
、
こ
の
用
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　赤ちゃんのいるお母さんたちの出会いの場です ｡
赤ちゃん集まれ　毎月第1・第3水曜日は赤ちゃんデー

　今月の行事をお知らせします。
　会場の記載のないものは、子育て支援センター（南
房総市珠師ヶ谷1289番地13）で開催されます。

項　　目 と　　　き と　こ　ろ
子育て相談・幼児相談・ことばの相談 随時受付。受付後に相談日を連絡。 子育て支援センター　ほのぼの
▲  子育て支援センター　ほのぼの　☎ 40－ 5111

育児相談  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

にこにこひろば
休 館 日　日曜・月曜日、祝日・年末年始
開館時間　午前9時30分から午後4時まで

　誕生月のお子さんをみんなでお祝いします。当日は、
対象以外のお子さんも、にこにこひろばを利用できます。
対　　象　8月生まれのお子さん
と　　き　8月22日（金）　11：30～
締め切り　8月21日（木）

お誕生会

　離乳食の講話や調理、試食など。
と　　き　8月21日（木）9：45 ～ 12：30
対 象 児 　 これから離乳食を始める乳児または離乳

食を始めている乳児（1回食・2回食・3
回食対応）

締め切り　8月14日（木）

もぐもぐ教室（離乳食教室）

と　　き　8月2日（土）10：00～ 12：00
内　　容　 水遊び（ヨーヨー釣りや絵の具遊び、おも

ちゃ作りなど）、発達障害を理解しよう
（ムーブメント遊び、座談会）

締め切り　7月30日（水）
持 ち 物　 着替え（子ども用・大人用）、タオル、水筒、

水着（または汚れてもよい洋服）

ファミリーデー　　　

名　　称 と　　　き と　こ　ろ 問い合わせ
絵本読み聞かせ教室 2日（土） 10：00 ～ 11：00 和田地域福祉センター

図書館　　　 ☎ 40―1120

絵本はともだち 8日（金） 10：00 ～ 11：30 三芳農村環境改善センター
絵本おはなし会

9日（土）
10：00 ～ 11：00 丸山公民館

千倉おはなし会 10：30 ～ 11：15 図書館

おはなし会 10：30 ～ 11：30 白浜公民館

とみうら絵本だいすきの会 10日（日） 11：15 ～ 11：30 とみうら元気倶楽部
おはなしだいすき 16日（土） 10：30 ～ 11：30 富山公民館
絵本の読みがたり 22日（金） 11：00 ～ 11：30 子育て支援センター　ほのぼの 子育て支援センター　ほのぼの　☎ 40―5111

絵本の読み聞かせ  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

項　　目 対　象　児 と　　　き と　こ　ろ
１歳６か月児健診 １歳６か月～１歳８か月 １日（金）

12:45～13:00（受付） 千倉保健センター
３歳児健診 ３歳４か月～３歳６か月 ５日（火）

▲  健康支援課　☎ 36－ 1152

健診  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

対　象　児 と　　き
2 か月～お座りができる子ども 8月20日(水) 10:30～11:30


